






















































ラーを対象に 1994 年 8月 30日（火曜日）に勤務時間に関する調査結果を示している。その日の
勤務が通常の勤務パターンであると回答した 662人の勤務時間の内訳は次の通りであった。8時間






































日本では資本金階級で 1000 万円以下の法人が 86％を超えることから（2019 年 6月発表「会社
標本調査」）、大企業に特化せず、またホワイトカラーにも限定せずに分析を行うことにする。
3．調査概要5）




から 60代の男女 3000 名を抽出した。各地域の就業者の比に応じて割り付けをしており、東京が
1018 人、神奈川が 706人、大阪が 646人、愛知が 630人となった。回答者の男女比は、男性が
65.6％、女性が 34.4％である。年代は、20代が 14.1％、30代が 19.2％、40代が 23.0％、50代が
－ 14 －
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25.1％、60代が 18.6％である。就業形態は、正規の職員・従業員（正社員）が 70.8％、契約職員・
従業員が 7.7％、嘱託職員・従業員が 2.9％、派遣社員が 2.9％、パート・アルバイトが 15.3％、そ
の他就業形態が 0.4％である。平均勤続年数は 12.64 年（SD=11.115）、従業員数による企業規模
は、100人未満が 33.3％と最も多く、100人以上 500人未満が 20.6％、500 人以上 1000 人未満が
9.4％、1000 人以上 5000 人未満が 16.6％、5000 人以上 1万人未満が 6.6％、1万人以上が 13.5％と
なっている。
婚姻の状況と子の有無で分類した結果、「未婚で子有り」が 0.3％、「未婚で子無し」が 35％、










役職無しに占める 20代の割合は 26.9％で最も多く、次いで 30代、40代と続く。50代も 20.5％










































が 23.6％、40代が 40.6％、50代が 26.4％、60代が 6.6％で、本稿で使用しているデータを構成す


















未婚（N=23） 8.7 34.8 30.4 21.7 4.3
既婚×子有（N=64） 1.6 18.8 40.6 29.7 9.4
既婚×子無（N=19） 0 26.3 52.6 21.1 0













未婚（N=531） 37.3 27.3 18.8 12.8 3.8
既婚×子有（N=355） 11.3 18.9 23.7 33 13.2
既婚×子無（N=160） 26.9 25 22.5 18.1 7.5












未婚（N=102） 18.6 31.4 28.4 19.6 2
既婚×子有（N=112） 5.4 28.6 33 25 8
既婚×子無（N=36） 5.6 44.4 27.8 16.7 5.6
全体（N=250） 10.8 32 30.4 21.6 5.2
－ 16 －












未婚（N=50） 8 38 32 16 6
既婚×子有（N=133） 3.8 18 33.8 35.3 9
既婚×子無（N=25） 0 20 52 20 8












未婚（N=54） 5.6 29.6 42.6 16.7 5.6
既婚×子有（N=199） 0 7 30.7 48.2 14.1
既婚×子無（N=49） 0 2 36.7 51 10.2












未婚（N=12） 0 16.7 8.3 58.3 16.7
既婚×子有（N=124） 0.8 3.2 14.5 51.6 29.8
既婚×子無（N=21） 4.8 4.8 14.3 52.4 23.8












未婚（N=1） 0 0 100 0 0
既婚×子有（N=12） 8.3 16.7 16.7 16.7 41.7
既婚×子無（N=2） 50 0 0 50 0












未婚（N=4） 50 50 0 0
既婚×子有（N=18） 0 0 33.3 66.7
既婚×子無（N=3） 33.3 33.3 33.3 0






















未婚（N=749） 161.09 157.51 174.64 166.50 138.00
既婚×子有（N=923） 159.31 154.02 149.16 150.85 162.84
既婚×子無（N=291） 155.97 165.69 159.32 156.71 184.52
平均値 159.70 157.12 156.50 154.60 163.84
カイ 2乗値 1.023 .920 15.900 12.451 12.172
df 2 2 2 2 2



















未婚（N=668） 19.43 30.68 27.14 35.76 40.00
既婚×子有（N=838） 19.72 28.94 29.40 28.00 25.19
既婚×子無（N=258） 21.66 38.94 28.82 38.07 27.06
平均値 19.86 31.21 28.81 31.09 26.43
カイ 2乗値 1.023 .920 .273 12.172 .701
df 2 2 2 2 2
漸近有意確率 .600 .631 .872 .002 .704
※「役員クラス」はサンプル数が少ないため、表への記載はしていない。
－ 18 －
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労働時間と残業時間を合わせると、7割の人は一日平均 8時間を超えて仕事をしている（表
5）。その割合が最も高いのは、未婚の課長クラスである。















未婚（N=672） 71 77.6 81.4 84.3 55.6 73.4
既婚×子有（N=863） 64.3 72.8 70.2 69.1 76.9 68.9























161.31 152.87 148.70 153.35 162.29
既婚×子×時短あり
（N=95）




択した人を除いた 1710 名が分析対象である。なお、年収は 100万円未満、100万以上 200万円未
満、200万円以上 300万円未満とし、最高で 1500 万円以上とする 12の選択肢を用意した（「答え
たくない」も含めると 13項目）。分析をする際には、100万円未満には 99、100 万以上 200 万円
未満には中間の 150を割り当て、200万円以上 300万円未満以降も同様に中間の数字を割り当て、












を明らかにするために、未婚者グループの係長クラスと課長クラスの 7割を占める 30代と 40代
の年収を算出した。係長クラスでは 30代（18名）は 644.4 万円、40代（13名）は 673.1 万円、課
長クラスでは、30代（15名）が 600万円、40代（23名）では 671.7 万円であった（それぞれ、年
代における統計的有意差なし）。未婚者グループの課長クラスの 30代と 40代の中には年収が 400
万未満の人が複数おり（15.8％いる。既婚者で子ありでは 0％、既婚者で子無しでは 6.3％）、課長
の年収の平均を下げる影響を及ぼしていることがわかる。年収が相対的に低い課長クラスの人が





















未婚（N=644） 415.5 501.6 657.8 655.1 843.8
既婚×子有（N=792） 534.1 647.9 696.6 877.0 937.4
既婚×子無（N=242） 515.5 633.3 687.5 853.9 1007.1
平均値 470.7 583.1 686.0 832.6 942.8
カイ 2乗値 53.179 18.501 1.344 21.153 1.750
df 2 2 2 2 2
漸近有意確率 .000 .000 .511 .000 .417
※役員クラスは「未婚」と「既婚×子無」のサンプルが 1のため表からは除いた。
－ 20 －












































未婚（N=749） 8.72 12.75 14.68 14.17 22.58
既婚×子有（N=923） 14.52 16.92 18.79 19.92 20.72
既婚×子無（N=291） 10.75 13.97 20.40 18.61 14.05
平均値 11.00 14.79 18.00 18.68 19.97
カイ 2乗値 57.089 7.837 6.735 11.448 5.814
df 2 2 2 2 2






























未婚（N=749） .92 1.11 1.18 1.00 .67
既婚×子有（N=923） 1.40 1.18 .97 .61 .62
既婚×子無（N=291） 1.16 .67 .72 .65 .57
平均値 1.12 1.08 .99 .69 .62
カイ 2乗値 8.197 5.511 2.875 11.733 2.045
df 2 2 2 2 2




























実践女子大学人間社会学部紀要　第 16 集　2020 年 3 月
なしのグループの 2倍の時間を家事に費やしている。女性のサンプルは職位が上がるにつれて数
が限られてくるので、注意深く解釈する必要があるが、係長クラスの既婚者で子ありのグループの












未婚（N=319） 1.01 1.49 1.27 .91
既婚×子有（N=131） 3.17 2.59 4.88 4.00
既婚×子無（N=74） 1.66 1.00 2.50 1.50
平均値 1.61 1.84 2.52 1.41
カイ 2乗値 115.535 12.458 11.698 6.609
df 2 2 2 2
漸近有意確率 .000 .002 .003 .037
























































実践女子大学人間社会学部紀要　第 16 集　2020 年 3 月
Frone, M. R., and Yardley, J. K.（1996）. Workplace family-supportive programmes: Predictors 























 2）総務省統計局により 2020 年 2月 14日発表の 2019 年労働力調査より算出した。
 3）パートタイム労働者で週 40時間以上働いているのは 9％である（横山、2012）。
 4）インターワイヤード株式会社に委託した。
 5）実践女子大学研究倫理委員会の審査を経ている。
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